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情報通信ネットワークとコミュニケーションにおける 

思考力・判断力・表現力の指導方法と評価についての研究 

－「伝える対象」と「伝えたい内容」を意識した情報デザイン－ 

 

１ 単元や課題の設定理由・ねらい 

情報化社会の進展に伴い，一方的に情報を受信するだけでなく，目的や状況に応じて受

け手に情報を分かりやすく発信する力が求められている。情報の表現や伝達を効果的に行

うために，ユニバーサルデザインの考え方を育成するだけでなく，情報を伝える対象を限

定し，「誰に何をなぜ伝えるか」を踏まえた上で情報を表現する考え方や技能を育成するこ

とも重要である。 

本研究では，情報を効果的に伝達するために，「誰に」「何を」「なぜ」伝えるものか，そ

の理由とともに考えさせ，情報を伝える対象を限定して，意図的に情報を発信する力を育

成することをねらいとし，その指導方法と評価について研究した。 

 

２ 研究内容 

(1) 単元の目標 

情報を伝える対象を限定し，伝達する内容や相手の状況を踏まえた上で，デザインの

要素（文字，色，配置，素材）を適切に選択して，情報を表現する考え方や技能を身に

付ける。 

 

(2) 学習活動に即した評価規準（「思考・判断・表現」の観点のみ） 

対象（ターゲット）を設定して広告を制作し，デザインの要素（文字，色，配置，素

材）の特徴を記述することができる。 

 

(3) パフォーマンス課題及びその概要 

ア パフォーマンス課題について 

「あなたは，広告制作会社の社員です。今回，料理教室の生徒募集ポスターの制作

依頼がきました。対象とする年代や性別等を明確にして，より多くの生徒を集めるこ

とができるポスターのデザインを考え，料理教室の担当者に提案してください」とい

う課題を設定した。事前に「誰に」（世代，性別，知識レベル，関心レベル）伝えるか，

対象（ターゲット）を明確に設定し，デザインの制作を行わせた。 

イ 授業の進め方について 

(ｱ)「誰に」「何を」「なぜ」伝えるものか，その理由とともに考えさせワークシート

にまとめさせることで，対象（ターゲット）や内容等を考慮して，雑誌等がデザ

インされていることを理解させる。 

   （ｲ）パフォーマンス課題を提示して，「誰に」（世代，性別，知識レベル，関心レベ

ル）伝えるか，その対象（ターゲット）を明確に設定し，デザインの制作を行わ
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せる。その際，写真・イラスト・文例などの素材を提供し，図やテキストボック

スの挿入等の作業のみで完成ができるようにする。 

   （ｳ）デザインの制作後，設定した対象（ターゲット）と制作したデザインとの関連

をワークシートに記述させる。 

 

 ウ ワークシートについて 

  (ｱ) ワークシート１ 

 

  (ｲ) ワークシート２ 
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 (4) ルーブリック 

達成度 観点の説明 

Ａ 

（十分満足できる状況） 

対象（ターゲット）を設定して広告を制作し，デザイン

の要素（文字，色，配置，素材）と対象（ターゲット）

との関連を，理由とともに記述することができる。 

Ｂ 

（おおむね満足できる 

状況） 

対象（ターゲット）を設定して広告を制作し，デザイン

の要素（文字，色，配置，素材）の特徴を記述すること

ができる。 

Ｃ 

（努力を要する状況） 

設定した対象（ターゲット）と異なる広告を制作した。

または，デザインの要素（文字，色，配置，素材）の特

徴を記述していない。 

 

(5)  基本となる指導の流れ 

時
限 

学習活動 指導上の留意点 

１ 

○ 導入（20 分） 

・雑誌等が，「誰に」「何を」「なぜ」

伝えようとしてデザインされてい

るのか，その理由とともに考えワ

ークシート１にまとめる。 

（ワークシート１のルーブリック

及び，典型的な作品例については資

料を参照） 

 

 

○ パフォーマンス課題（30 分） 

・「料理教室の生徒募集ポスターのデ

ザインを制作する」という課題に

取り組む。 

①料理教室で募集したい対象の特

徴（世代，性別，知識レベル，

関心レベル）とその理由をワー

クシート２に記入する。 

②素材を使い，ポスターの制作を

行う。 

・ワークシート１では，情報の受け手側

の立場からデザインを捉えさせており,

生徒自身が受けた印象を基に考察させ

る。よって，答えを示すのではなく生

徒との対話の中で，着目すべき点へ誘

導したり，生徒自身がどのような印象

を受けたかを問いかけたりするなど，

生徒に気付かせるような支援をしてい

く。 

 

・デザイン完成後にワークシート２を書

き換えないように指示する。 

・限定された素材の中から，色や大きさ,

レイアウト等でデザインのねらいが明

確になるよう指示する。 

・料理教室のタイトルは，自由に変更で

きることを指示する。 

２ 

○ パフォーマンス課題（20 分） 

・工夫した点や意図を記入する。 

 

 

○ グループワーク（15 分） 

・完成したデザインを基に，実際に工夫

した点等をワークシート２に記入させ

る。 

 

・ワークシート２に書いた内容を基に目
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・グループに分かれ，各自で作成し

たデザインについて紹介する。 

 

○ 振り返り（15 分） 

・今回の授業を通して，学んだこ

と，気付いたことや反省をワーク

シートに記入する。 

的やねらい，工夫した点について発表

させる。 

 

 

(6) 評価の進め方（評価方法） 

 ワークシート２の記載事項について，次のように評価を進めた。 

  ア 料理教室の設定と伝えたい対象（ターゲット）を設定している。 

イ デザインの要素（文字，色，配置，素材）の特徴を記述している。 

ウ 自ら設定した対象（ターゲット）に対して，どのように伝える工夫をしたのか，

デザインの要素と関連付けて記述できている。 

 

３ 授業の状況 

(1) 指導するに当たって，学校の状況に応じて留意したことやその理由 

思考の過程を言語化することが苦手な生徒が多いため，どのように言語化すればよ

いのかを具体的に指示をする必要がある。パフォーマンス課題である「料理教室の生

徒募集のポスターの制作」に関して，事前に，利用できる素材を教員が用意したり，

必要な操作を学習させたりして，「文字」「色」「配置」「素材」の四つの要素で，対象

（ターゲット）を意識した情報デザインとなるように指導をした。また，対象（ター

ゲット）を意識した情報デザインを考えさせることが目的であるため，事前に決めた

対象を制作途中で変更しないように指導した。事後課題では文章で表現する際に，対

象との関連を意識して記述させるために，ワークシート１を参考にするよう伝えた。 

 

(2) 授業実践後に協議して設定したルーブリックと典型的な作品例 

達成度 観点の説明 生徒の作品例 

Ａ 

（十分満

足できる

状況） 

対象（ターゲット）

を設定して広告を

制作し，デザイン

の要素（文字，色，

配置，素材）と対象

（ターゲット）と

の関連を，理由と

ともに記述するこ

とができる。 
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［評価に対する注釈］ 

・「対象が 20 代～30 代なので落ち着いた雰囲気

に」「始めたくてもなかなか始められない人をタ

ーゲットにしたかったので，初心者という単語

を最初にもってきた」といったように，自らが

設定した対象と関連付けて記述することができ

ている。 

Ｂ 

（おおむ

ね満足 

できる 

状況） 

対象（ターゲット）

を設定して広告を

制作し，デザイン

の要素（文字，色，

配置，素材）の特徴

を記述することが

できる。 

 

  
 

［評価に対する注釈］ 

・特徴は記述してあるが，「主婦や子持ちの方」と

いう設定した対象と関連付けて記述できていな

い。対象を意識した素材選びやレイアウトを考

えられていない。 

Ｃ 

（努力を

要する 

状況） 

設定した対象（タ

ーゲット）と異な

る 広 告 を 制 作 し

た。または，デザイ

ンの要素（文字，

色，配置，素材）の

（作品例省略） 

 

［評価に対する注釈］ 

・いずれかのデザインの要素（文字，色，配置，

素材）についての記述がない。 
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特徴を記述してい

ない。 

 

(3) 「Ｃ（努力を要する状況）」と評価した生徒への指導の手だて 

デザインの要素（文字，色，配置，素材）のいずれかについて記述がなかった生徒

については，それぞれの要素についてどのような効果をもたらすのかを理解しておら

ず，対象とどのように関連付けてデザインしたらよいか分からなかったことが考えら

れる。そのため，デザインの要素それぞれにどのような効果があるかについて，ワー

クシート１を参考にして改めて理解させた上で，生徒が設定した対象に伝えるため

に，どのように選択すればよいのか考えさせるなどの支援が必要である 

 

４ まとめ及び考察 

(1) 実習課題について（生徒の取組状況も含めて） 

作品そのものの完成度を高めることよりも，自ら設定した対象（ターゲット）に伝わ

るようデザインの要素を意識するように声かけをしたため，限られた時間の中で作品の

制作とその特徴をワークシートに記入することができた。実習後の感想の中に，「設定し

た対象に伝わるようにデザインすることは難しく，市販のデザインされたものがいかに

その点を意識し，効果的に制作されているかを実感した」という意見が複数あり，ワー

クシート１，２を関連付けて理解を深めることができている生徒も見られた。 

 

(2) 評価について 

「対象（ターゲット）とデザインとを関連付けて，理由とともに記述することができ

る」を評価Ａとした。対象との関連付けという部分を協調して考えるように指示したた

め，全体の３分の１程度の生徒は評価Ａとなった。ただし，デザインの要素の特徴を述

べることについては，ほぼ全員が記入できていた。 

情報デザインの授業において，生徒がデザインした成果物を用いて評価する場合，こ

れまでは絵を描くことが得意な生徒が有利になってしまったり，細かく設定した評価項

目を達成しているかという点に着目して総合的な評価ができなかったり，教員の主観で

評点を付けてしまったりする場合があった。今回，事前にルーブリックを示した上でデ

ザインの要素の特徴や意図を文章で記述させたワークシートを用いて評価したことで，

授業の中で目標とする達成度が明確になり，公平な評価が可能になったと考える。 

 

(3) 授業実践の改善に向けて 

ア ワークシートの内容（記入項目の精選）とデザインの要素との関連付けの明確化 

いずれのワークシートについても，性別，世代，知識レベル，関心レベル，その他

（○○の人）など，読み取らせる情報が多かった上に，それに対するデザインの要素

との関連性を文章で表現する必要があったため，記述内容と読み取った情報の関連性

を判断することに迷う場面があった。ワークシートに取り組む前に，どのような項目

に分けて情報を読み取ることができるのかを考える場面を作るようにするなどの工夫

が求められる。 
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イ 授業時間について 

１時限目でワークシート１に取り組み，２時限目で作品制作とワークシート２に取

り組んだが，それぞれに対してもう 1 時間程度，更に作品に対する相互評価にもう 1

時間を設けることができると，作品の振り返りや修正ができるようになり，より充実

した授業になると考える。 

 

 

参考文献と参考ＵＲＬ 

「なるほどデザイン 目で見て楽しむデザインの本」 エムディエヌコーポレーション 

筒井美希著  

「るるぶ京都 大阪(るるぶ情報版(国内))」 JTB パブリッシング 

 「京都 (マニマニ)」JTB パブリッシング 

 「人気店が教える 小さなバルの絶品レシピ 単行本」河出書房社 花本朗著，福本智著，

高城直弥著 

 「syunkon カフェごはん レンジでもっと! 絶品レシピ (e-MOOK)」 宝島社  山本ゆり

著 

「JJ(ジェイジェイ) 2019 年 08 月号」 光文社 

「JJ(ジェイジェイ) 2013 年 12 月号」 光文社 

 

【資料】 ＜事前指導（導入）について＞ 

 事前指導として用いたワークシート１のルーブリックを示す。 

達成度 観点の説明 

Ａ 

（十分満足できる状況） 

雑誌や広告のデザインから「誰に」（世代，性別，知識レ

ベル，関心レベル）伝えるかを読み取り，デザインの要

素（文字，色，配置，素材）と関連付けて，読み取った

内容を記述することができる。 

Ｂ 

（おおむね満足できる 

状況） 

雑誌や広告のデザインから「誰に」（世代，性別，知識レ

ベル，関心レベル）伝えるかを読み取り，デザインの要

素（文字，色，配置，素材）の特徴を記述することがで

きる。 

Ｃ 

（努力を要する状況） 

雑誌や広告のデザインから「誰に」（世代，性別，知識レ

ベル，関心レベル）伝えるかを読み取れない。または，

デザインの要素（文字，色，配置，素材）の特徴を記述

することができない。 

 


